
サンゴの奇跡と私たちの未来：海を救う「魔法」のメカニズム 

1. はじめに：海のオアシス「サンゴ礁」の正体 
透き通った青い海に広がる色鮮やかなサンゴ礁。そこは「海のオアシス」と呼ばれ、地球上の全海洋

生物の約25%が身を寄せる場所です。しかし、そもそもサンゴとは何者なのでしょうか？見た目は植
物のように見えますが、実はイソギンチャクに近い「動物」です。彼らが自ら作り上げた巨大な岩盤が

サンゴ礁であり、そこには驚くべき生命のドラマが隠されています。まずは、サンゴが生きるための3
つの「共生」のポイントを見てみましょう。 

●​ サンゴは「家主」：  サンゴはポリプという小さな体のなかに、「褐虫藻（かっちゅうそう）」という
藻類を住まわせている、いわばマンションの大家さんです。 

●​ 「相棒」からの家賃：  褐虫藻は太陽の光で光合成を行い、その栄養分をサンゴに分け与え
ます。サンゴはこのエネルギーを使い、成長や骨格作りに励みます。 

●​ 「海の森」の建築家：  サンゴが長い年月をかけて作る複雑な骨格は、魚たちの隠れ家や産
卵場所になります。この立体的な構造があるからこそ、海に豊かな「森」が生まれるのです。

この豊かな海の楽園がいま、目に見えない大きな変化にさらされています。それは一体何な

のでしょうか？ 

2. サンゴを襲う「二つの大きな危機」：地球温暖化と海洋酸性化 
いま、世界中のサンゴが二つの巨大な壁に直面しています。どちらも人間活動による二酸化炭素（

CO2）の増加が原因ですが、サンゴに与えるダメージは少し異なります。| 項目 | 危機その1：地球温
暖化（白化現象） | 危機その2：海洋酸性化（酸っぱい海） || ------ | ------ | ------ || 主な原因 | CO2増
加による水温の上昇 | CO2が海に直接溶け込み、性質が変化 || サンゴへの症状 | 白化現象：  褐
虫藻が出ていき、白くなる | 骨格形成の阻害：  骨が作りにくく、溶けやすくなる || メカニズム | 水温が
平年より高い状態が続くと（30度前後）、褐虫藻が「ストレス」で毒（活性酸素）を出し、サンゴが相棒
を放り出してしまう | CO2が水に溶けると海水が「カルシウム」を奪おうとする力が強まり、サンゴの
骨を溶かしたり材料を盗んだりする || 結果 | 栄養供給が止まり、長く続くと死んでしまう | 成長が止
まり、荒波から身を守る「家（礁）」が壊れる | 
しかし、サンゴはただ黙って消えていくわけではありません。彼らは驚くべき『秘密の力』で自分たち

の骨を守ろうとしているのです。 

3. サンゴの驚異的な自己防衛メカニズム：pH調整の「魔法」 
最新の「pHを測るカメラ（pHイメージング）」を使った研究で、サンゴが自らの力で環境をコントロール
する驚異の能力を持っていることが分かりました。周囲の海が酸性化しても、サンゴは自分の「内

側」だけは必死に守り抜こうとします。pH 8.5〜9.0の「魔法」が起きるステップ 
1.​ 異常を察知：  サンゴは周囲の海水のpHが下がったことを敏感に感知します。 
2.​ 必死の汲み出し：  特別な「ポンプ」を動かし、自分の組織と骨のすき間にある**「骨を作る場

所（石灰化母液）」**から酸性の原因物質を追い出します。 
3.​ 内側の世界を操る：  外側の海がpH 8.1以下になっても、内側だけは骨を作りやすい「pH 

8.5〜9.0」という理想的な環境を自力で保つのです。この防衛反応は、サンゴにとってまさに
「超人的な努力（Herculean effort）」です。相棒からもらった大切なエネルギーの多くを、この
環境維持のために注ぎ込んでいます。いわば、猛吹雪のなかで必死に暖房を回し続け、部



屋の温度を保っているような状態なのです。サンゴがこれほど頑張って自分を守っているの

なら、私たちにできる応援は、彼らの負担を少しでも減らしてあげることではないでしょうか？ 

4. 目に見えない敵「リン酸塩」と私たちの生活排水 
サンゴが必死に自分を守っているところに、さらなる追い打ちをかける「目に見えない敵」が私たちの

生活から流れ出しています。それが生活排水に含まれる**「リン酸塩（肥料の成分）」**です。 
●​ 骨作りを邪魔する「偽物のブロック」：  リン酸塩は、サンゴが骨を作る化学反応を 直接ブロッ

クしてしまいます。  骨格の材料に紛れ込む「偽物のパーツ」のように機能し、サンゴの成長
を物理的に止めてしまうのです。 

●​ 光を遮る「藻類のジャングル」：  排水の栄養が多すぎると（富栄養化）、海で藻やコケが爆発
的に増えます。これらがサンゴを覆い尽くすと 太陽の光が遮られ、サンゴはエネルギー源で
ある光合成ができなくなってしまいます。この『目に見えない敵』を退治するために、日本のあ

る地域で始まった素晴らしい取り組みを紹介します。 

5. 解決の鍵は「微生物」：えひめAI-2と青い循環（The Blue Circulation） 
私たちの排水を、汚れから「海を救う力」へと変える試みが始まっています。その中心にあるのが、納

豆菌・乳酸菌・酵母菌という身近な菌で作る**「えひめAI-2（えひめあい・に）」です。特に奄美大島な
どの地域では、地元のサトウキビの汁（シュル）と土着の菌を掛け合わせた「奄美カスタム」**が作ら
れています。これは単なる掃除用具ではなく、島の自然と科学が合体した「ハイブリッドな浄化液」で

す。えひめAI-2が巻き起こす「浄化の連鎖」 
1.​ 排水管に住み着く：  サトウキビの糖分の力で、菌たちが排水管の内側にピタッと定着し、汚

れを分解し続ける「バイオフィルム（保護膜）」を作ります。 
2.​ 微生物の栄養ドリンク：  海に流れたえひめAI-2は、そこに住む**「原生動物」**たちにとって

最高の栄養補給になります。 
3.​ 天然のクリーナーが大活躍：  元気になった原生動物たちが、サンゴの成長を邪魔するリン

酸塩や窒素をモリモリ食べて、水を透き通らせます。 
4.​ サンゴの持久力を高める：  水がきれいになれば、サンゴは光合成で十分なエネルギーを蓄

えられます。これにより、温暖化や酸性化という過酷な環境に耐える力（生存の閾値）がグン

と高まるのです。海を守ることは、大きな組織だけの仕事ではありません。あなたの一歩が、

サンゴの魔法を支える力になるのです。 

6. おわりに：あなたから始まる、サンゴとの約束 
サンゴは今、自分の体の限界（閾値）ギリギリのところで戦っています。しかし、私たちがキッチンや

洗面所から流す「汚れ」を減らすことができれば、サンゴは浮いたエネルギーを全て「生き残るための

魔法」に使うことができるようになります。今日からできる、サンゴへの「応援」を始めてみませんか？

【サンゴの未来を創る3つのアクション】 
●​ 「えひめAI-2」を家で使ってみる 
●​ 自分の家の排水口を「海を洗うスタート地点」に変えることができます。 
●​ 洗剤や石けんの量を正しく計る 
●​ 余分なリン酸塩を流さないことで、サンゴの骨作りを直接サポートできます。 
●​ 海に優しい選択をする 
●​ 日焼け止めの成分（パラベンなど）に気をつけるだけで、サンゴのストレスを劇的に減らせま

す。奄美の古い言葉に、こんな教えがあります。「山ぬ おかげ、川ぬ おかげ、海や 珊瑚ぬ 



おかげ」  （山があるから川が潤い、川があるから海が豊かになり、そして海はサンゴの恵み
によって支えられている）この美しい循環を、あなたの手で未来へつないでいきましょう。 
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